
佐賀大学農学部が棚田保全事業や地域資源の調査研究等を実施 

 

＜佐賀県＞ 

市町村・集落の名称 唐津市相知町蕨野区 

協働の相手（企業や大学等） 

の名称 

佐賀大学農学部 

仲介者・コーディネーター 

の名称 

唐津市（旧相知町） 

協働のポイント 

 

課題であった活動対象地や営農指導者について、地元の協力

により、円滑にクリアできた 

協働のきっかけ 

・経緯 

地元では、棚田にある耕作放棄地の復田・管理に悩んでいた

ところ、佐賀大学農学部では、現地で実習活動ができる棚田

を探しておられ、両者ともに意見が一致し、協働活動が生ま

れた。 

平成15年３月 佐賀大学と旧相知町にて交流協定を締結 

        （大学と蕨野区との交流事業を町が支援）

平成20年５月 佐賀大学と蕨野区にて覚書を締結 

       （大学と唐津市との相互協力協定に基づく）

取組の具体的な内容 ・棚田の保全とその利活用の推進 

・学生及び都市住民参加型の棚田保全事業の推進 

・農地の有効活用と農業の高度化に関する調査研究及びその

技術開発 

・地域資源の持続的利用に関する調査研究及びその技術開発

・佐賀大学生の農業体験学習の推進 

農村地域への効果 学生と地元住民が交流を密にすることによる地域の活性化 

都市部の主体（企業や大学等）への

効果 

学生の参画による資源循環型農業の推進や棚田を活用した

コミュニティビジネスモデルの開発等 

（農村再生プログラムの実践） 

仲介者等の役割 連絡・調整及び実習活動の支援 

今後の課題 農林業災害発生における分担金支出 

関連事業（国・都道府県等） ・地域貢献特別支援事業 

・地域創成型学生参画教育モデル開発事業 

（地域創成教育プログラム） 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
（活動状況写真等） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


